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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
聖
火
は
茨
城
県

か
ら
全
国
で
46
番
目

と
な
る
県
内
へ
引
き

継
が
れ
、
６
日
か
ら

８
日
ま
で
の
３
日
間
、

40
の
市
と
町
で
お
よ

そ
２
７
０
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
聖
火
を
つ
な

い
だ
。

　
「
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
」
が
適
用
さ

れ
て
い
る
川
口
市
と

さ
い
た
ま
市
で
は
、

公
道
走
行
が
中
止
さ

れ
た
。　

　
６
日
朝
、
ス
タ
ー

ト
地
点
の
本
市
で
は
、

１
９
６
４
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
国

立
競
技
場
に
あ
っ
た

聖
火
台
の
レ
プ
リ
カ

が
置
か
れ
て
い
る
青

木
町
公
園
で
、「
出
発

記
念
式
」
が
開
催
さ

れ
た
。　

　
式
典
で
、
大
野
元

裕
県
知
事
は
「
川
口

が
誇
る
聖
火
台
の
レ

プ
リ
カ
前
で
本
日
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
は

非
常
に
感
激
で
す
」

と
。
奥
ノ
木
信
夫
市

長
は
「
鈴
木
昭
重
さ

ん
の
お
父
さ
ん
と
兄

さ
ん
と
の
縁
が
あ
り

こ
こ
で
セ
レ
モ
ニ
ー

が
出
来
感
謝
で
す
」

と
挨
拶
さ
れ
た
。

　
ラ
ン
ナ
ー
９
人
は

ラ
ン
タ
ン
に
入
っ
た

聖
火
と
記
念
写
真
撮

　写真左から、中山久仁夫さん、奥ノ木市長、平林さん、
飯塚孝行市議、永沼義隆さん、鈴木歳男さん、千葉正吾さん。

影
等
し
、
蕨
市
に
向

か
う
リ
レ
ー
隊
列
車

両
を
見
送
っ
た
。

　
本
蓮
の
平
林
栄
子

さ
ん
は
「
頑
張
っ
て

ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
励
ん

で
き
て
走
れ
な
か
っ

た
の
は
寂
し
い
が
、

す
ば
ら
し
い
記
念
式

に
参
加
で
き
て
嬉
し

い
」
と
笑
顔
で
話
し

た
。

　
駆
け
付
け
た
新
郷

の
有
志
か
ら
、
激
励

の
花
束
が
贈
呈
さ
れ

た
。　

ランタンを持って記念撮影に臨む鈴木昭重さんと、
奥ノ木信夫川口市長、大野元裕埼玉県知事（右）。

ランタンを掲げる奥ノ木市長。



　
学
校
帰
り
用
水
の

流
れ
緩
や
か
。
タ

ン
ポ
ポ
、
レ
ン
ゲ
の

花
が
咲
い
て
き
れ
い

だ
。
川
辺
に
近
づ
き

覗
い
て
見
る
と
、
メ

ダ
カ
が
列
を
な
し
、

そ
の
そ
ば
を
ガ
ン
モ

（
水
鳥
）
が
泳
い
で

い
る
。
川
底
に
は
ダ

ボ
ハ
ゼ
が
ギ
ョ
ロ
メ

で
こ
ち
ら
を
睨
ん
で

い
る
。
小
石
を
拾
っ

て
ボ
チ
ャ
ン
と
投
げ

込
ん
で
や
る
。
み
ん

な
１
度
に
散
ら
ば
っ

て
い
っ
た
。
昭
和
10

年
代
の
見
沼
代
用
水

の
川
辺
の
様
子
で

す
。

　
農
業
用
水
と
し
て

江
戸
時
代
に
掘
ら

れ
、
埼
玉
か
ら
東
京

ま
で
そ
の
恩
恵
は
計

り
知
れ
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
反

面
、
台
風
や
大
雨
に

よ
る
洪
水
氾
濫
に
は

何
度
か
恐
ろ
し
い
と

思
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
歴
史
に
つ
い
て
は

約
10
年
前
、
50
年
振

り
の
両
岸
大
改
造
に

よ
っ
て
現
在
が
あ
り

ま
す
。ス
ー
パ
ー「
そ

う
ま
す
」
用
水
の
縁

の
立
札
に
細
か
く
書

か
れ
て
い
ま
す
。

　
見
沼
代
用
水
、
現

在
は
３
面
舗
装
と

言
っ
て
両
岸
と
沼
底

の
部
分
、
全
部
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
以
前
は
素
掘
り
の

ま
ま
で
し
た
。

　
水
田
の
耕
作
灌
漑

用
が
一
番
の
主
利
用

で
、
沿
岸
住
民
の
生

活
利
用
は
大
変
な
も

の
で
し
た
。
畑
作
野

菜
の
洗
い
場
に
、
洗

濯
の
場
に
、
戦
前
、

戦
中
頃
は
風
呂
の
水

に
。
子
ど
も
時
代
に

「
風
呂
１
杯
に
し
て

お
け
」
と
言
わ
れ
、

大
バ
ケ
ツ
16
杯
が
仕

事
だ
っ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。　
　

　
夏
は
木
陰
で
女
性

の
方
が
髪
洗
い
し
て

い
た
の
を
思
い
出
し

ま
す
。

　
風
呂
へ
わ
ざ
と
メ

ダ
カ
を
す
く
っ
て
入

れ
て
、
大
人
か
ら
叱

ら
れ
た
の
も
懐
か
し

い
思
い
出
で
す
。

　
石
尊
講
（
石
尊
権

現
）、
各
集
落
毎
に

毎
年
７
月
26
日
に
、

見
沼
用
水
縁
に
所
定

の
位
置
が
あ
り
、
灯

篭
を
立
て
、
し
め
縄

を
張
り
、
水
神
に
対

し
感
謝
と
無
事
息
災

を
祈
願
し
供
物
を
す

る
。

　
く
じ
引
き
を
し
て

４
人
〜
５
人
の
代
表

を
決
め
る
。
代
表
人

は
本
社
の
霊
山
大
山

へ
（
神
奈
川
県
伊
勢

崎
市
）
参
拝
し
て
、

住
民
全
員
の
お
札
を

頂
い
て
、
楽
し
く
遊

山
を
し
て
く
る
。
用

水
の
歴
史
と
同
じ
く

ら
い
続
い
た
も
の
ら

し
い
。

　
用
水
が
汚
れ
て
米

作
が
な
く
な
る
と

同
時
に
消
滅
し
て
し

ま
っ
た
。

　
　
次
号
に
続
く
。

　
川
口
市
東
本
郷

　
　
　
山
崎　
基
宏

　
川
口
市
公
園
緑
地

公
社
は
、
新
郷
東
部

公
園
に
、
秋
に
は
緑

の
中
に
彩
り
を
と
、

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
球
根

を
植
え
て
い
る
。

公
園
に
隣
接
す
る

新
郷
東
小
学
校
（
校

長=

石
川
庸
子
さ
ん
）

の
児
童
に
自
然
環
境

へ
の
関
心
を
高
め
、

地
域
と
子
ど
も
達
と

の
つ
な
が
り
を
促
進

し
た
い
と
、
４
年
生

全
員
の
総
合
学
習
授

業
の
一
環
と
し
て
依

頼
し
て
い
る
。　
　
　
　

６
月
30
日
、
昨
年

は
コ
ロ
ナ
禍
で
実
行

で
き
な
か
っ
た
５
年

生
88
人
と
４
年
生
78

人
が
２
０
０
０
球
の

植
え
込
み
を
行
っ
た
。

同
公
社
の
榎
原
義

人
専
務
理
事
の
挨
拶
、

吉
野
恵
三
担
当
長
の

　
北
朝
鮮
に
よ
る
日

本
人
拉
致
、
１
日
も

早
い
帰
国
実
現
に
向

け
て
と
「
田
口
八
重

子
さ
ん
写
真
展
」
が

キ
ュ
ポ
・
ラ
の
中
央

図
書
館
で
行
わ
れ
た
。

　
写
真
展
は
田
口
さ

ん
が
42
年
前
、
22
歳

の
１
９
７
８
年
６
月

29
日
に
池
袋
の
勤
務

先
か
ら
、
幼
い
わ
が

子
２
人
を
託
児
所
に

預
け
た
ま
ま
消
息
を

絶
ち
、
拉
致
さ
れ
た

と
さ
れ
る
こ
と
か
ら

そ
の
前
後
に
開
い
て

お
り
、
今
年
も
６
月

25
日
か
ら
29
日
ま
で

開
か
れ
た
。　

田
口
さ
ん
の
幼
少

期
や
中
学
生
時
代
の

写
真
な
ど
30
点
余
り

が
展
示
さ
れ
た
。　

写
真
展
は
、
川
口

市
と
拉
致
問
題
を
考

え
る
川
口
の
会
（
代

表
＝
前
原
博
孝
さ
ん
）

が
主
催
し
、
す
べ
て

の
拉
致
被
害
者
の
救

出
を
願
っ
て
、
コ
ロ

ナ
禍
で
も
署
名
活
動

も
行
っ
た
。

写
真
左
は
新
藤
義

孝
衆
議
院
議
員
菊
地

博
秘
書
、
前
原
さ
ん
。

説
明
を
聞
い
て
、
１

人
12
個
の
球
根
を
植

え
こ
ん
だ
。

写
真
は
保
坂
未
馬

先
生
と
子
ど
も
達
。



　
私
の
友
人
Ｓ
さ

ん
は
70
歳
後
半
な

の
で
す
が
、
医
者

い
ら
ず
で
20
数
年

検
診
も
せ
ず
、
病

院
へ
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　
こ
の
間
歯
が
割

れ
て
、
初
め
て
歯

医
者
に
か
か
り
、

神
経
を
１
本
取
っ

て
被
せ
物
を
し
ま

し
た
。
そ
の
他
の

歯
は
無
傷
で
、
28

本
全
て
残
っ
て
い

ま
す
。

　
Ｓ
さ
ん
に
限
ら

ず
、
高
齢
で
も
健

康
で
病
気
知
ら
ず

の
人
は
、
沢
山
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。

　
一
方
、
今
の
日

本
は
医
療
制
度
が

整
っ
て
い
る
の
で
、

何
か
自
分
の
体
に

異
変
が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
お
医
者
さ

ん
に
か
か
れ
る
の

に
、
自
分
の
生
活

の
偏
り
や
無
理
が

あ
っ
て
、
そ
こ
か

ら
病
気
が
生
ま
れ

よ
う
と
し
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、

原
因
は
取
り
除
か

ず
に
、
薬
や
栄
養

剤
で
体
力
を
回
復

さ
せ
、
さ
ら
に
身

体
に
負
担
を
か
け

る
と
い
っ
た
生
活

を
送
っ
て
い
る
人

も
い
ま
す
。

70
歳
を
過
ぎ
る

と
、
多
く
の
人
が
、

ガ
ン
、
心
筋
梗
塞
、

脳
卒
中
な
ど
で
亡

く
な
り
、
よ
く

ニ
ュ
ー
ス
に
な
り

ま
す
が
、
元
気
な

人
の
生
活
ぶ
り
の

ニ
ュ
ー
ス
を
、も
っ

と
し
て
く
れ
る
と

世
の
中
が
明
る
く

な
る
と
思
い
ま
す
。

岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
）　

　
院
長　
岩
下　
一
三

　
「
今
日
も
大
谷
選

手
が
ホ
ー
ム
ラ
ン
を

打
っ
た
。」
最
近
は
、

朝
起
き
る
と
必
ず
大

谷
選
手
の
活
躍
を
確

認
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
あ
の
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
グ
で
、
打
者
と

投
手
の
二
刀
流
で
こ

れ
だ
け
の
活
躍
を
す

る
選
手
が
で
て
く
る

な
ん
て
、
本
当

に
信
じ
ら
れ
な

い
。

　
最
近
は
、
世
界
で

活
躍
す
る
選
手
が
増

え
て
き
て
い
る
。
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で

は
Ｎ
Ｂ
Ａ
の
八
村
選

手
、
渡
邊
選
手
が
活

躍
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
こ
の
２
選
手
が

日
本
代
表
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
着
て
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
戦

う
。
昔
と
比
べ
る
と

夢
の
よ
う
な
話
だ
。

　
こ
の
新
聞
が
発
行

さ
れ
る
頃
は
、
開
会

式
ま
で
あ
と
２
日
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
で

き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
感
染
者
は
増
加
傾

向
に
あ
る
し
、
開
催

に
つ
い
て
は
、
い
ろ

い
ろ
ご
意
見
も
あ
る
。

私
は
、
感
染
拡
大
防

止
対
策
を
十
分
に
行

い
、
無
観
客
で
も
自

宅
の
テ
レ
ビ
で
見
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
こ
の
１
年
の
自
粛

生
活
と
コ
ロ
ナ
対
応

で
、
沈
み
が
ち
な
気

持
ち
を
、
世
界
で
活

躍
す
る
日
本
人
を
見

て
高
め
て
い
き
た
い

か
ら
だ
。

　
今
、
原
稿
を
執
筆

し
て
い
る
の
が
６
月

下
旬
で
あ
る
。
先
の

こ
と
は
、
わ
か
ら
な

い
。
も
し
か
し
た
ら
、

コ
ロ
ナ
の
感
染
者
が

急
増
し
第
５
波
が
き

て
、
中
止
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。

　
そ
れ
は
、
し
ょ
う

が
な
い
こ
と
だ
し
、

安
全
が
第
一
で
あ
る
。

中
止
に
な
っ
た
ら
、

さ
ら
に
大
谷
選
手
の

活
躍
に
期
待
し
よ
う
。

　
そ
れ
に
、
私
の
知

ら
な
い
世
界
で
活
躍

し
て
い
る
日
本
人
も

た
く
さ
ん
い

る
は
ず
だ
。

　
よ
し
、
今

年
の
夏
は
、

い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み

よ
う
。
そ
し
て
、
ど

ん
な
状
況
に
な
っ
て

も
、
で
き
る
こ
と
を

み
つ
け
、
前
向
き
に

夏
を
楽
し
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

川
口
市
立
東
中
学
校

　
校
長　
藤
川　
悟

　
７
月
１
日
、
峯
ヶ

岡
八
幡
神
社
（
宮
司

＝
宮
本
洋
平
さ
ん
）

は
夏
越
大
祓
（
な
ご

し
お
お
は
ら
い
）
の

神
事
「
茅
の
輪
く
ぐ

り
」
を
行
っ
た
。

　
大
祓
は
、
半
年
間

の
汚
れ
を
は
ら
い
、

残
り
の
半
年
の
安
泰

を
記
念
す
る
、
日
本

古
来
か
ら
日
本
民
族

に
連
綿
と
伝
わ
る
伝

統
行
事
。

　
宮
本
さ
ん
は
、「
コ

ロ
ナ
禍
で
の
日
々
、

例
年
以
上
の
参
拝
者

で
し
た
。
心
身
共
に

清
ら
か
に
し
て
、
罪

や
穢
れ
を
取
り
除
て

い
た
だ
け
た
と
思
い

ま
す
」
と
。

　
タ
イ
ヤ
販
売
の
稲

垣
敏
雄
社
長
か
ら
、

「
東
本
郷
の
草
柳
さ
ん

に
、
お
母
さ
ん
の
菊

江
さ
ん
の
遺
品
の
中

か
ら
、
貴
重
な
、
懐

か
し
い
写
真
が
あ
る

の
で
取
材
を
」
と
、

依
頼
を
受
け
ま
し
た
。

　
写
真
下
は
、
明
治

43
年
12
月
１
日
、
近

衛
師
團
に
入
隊
さ
れ

た
祖
父
の
草
栁
佐
兵

衛
さ
ん
の
運
人
手
帳
。

　
左
は
、
昭
和
18
年

10
月
、
東
條
英
機
陸

軍
大
臣
よ
り
、
国
防

資
材
を
献
納
さ
れ
た

折
の
感
謝
状
。

　
佐
兵
衛
さ
ん
は
、

近
衛
兵
（
天
皇
陛
下

を
守
る
直
属
部
隊
）

で
、
偉
ぶ
る
こ
と
も

な
く
、
謙
虚
な
人
で
、

妻
の
名
前
で
頂
い
た
。

　
最
上
段
は
、
戦
中
、

東
本
郷
氷
川
神
社
の

伐
採
時
の
記
念
写
真
。

木
の
右
は
、
峯
ヶ
岡

八
幡
神
社
の
、
宮
本

貴
永
宮
司
、
木
の
左

側
の
端
が
草
柳
佐
兵

衛
さ
ん
、
と
関
係
者

の
皆
さ
ん
。　

　
日
本
の
歴
史
を
垣

間
見
、
先
人
は
す
ご

い
時
代
を
生
き
て
こ

ら
れ
た
の
だ
な
あ
と

感
銘
し
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
立
石
泰

広
県
議
会
議
員
が
、

議
会
運
営
委
員
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
コ
メ
ン
ト
を
戴

き
ま
し
た
。

　
「
お
か
げ
さ
ま
で

埼
玉
県
議
会
・
議
会

運
営
委
員
長
に
就
任

致
し
ま
し
た
。
昨
年

来
、
世
界
中
で
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
収
束
が
見
通
せ
な

い
状
況
の
中
、
埼
玉

県
議
会
に
お
き
ま
し

て
も
感
染
予
防
対
策

の
充
実
が
図
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

　
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
公
平
公
正
な

議
会
運
営
は
も
と
よ

り
、
様
々
な
議
会
改

革
を
進
め
る
べ
く
鋭

意
努
力
し
て
、
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
要
職
を
務
め
て

ま
い
る
所
存
で
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
埼
玉
県
議
会
議
員

　
　
　
立
石　
泰
広

　写真左から、宮本京子神職、氏子総代長の鈴木
歩夫妻、飯塚孝行市議、宮本洋平宮司。



　
中
国
か
ら
伝
わ
っ

た
陰
陽
５
行
説
で
は
、

す
べ
て
の
事
象
を

「
木
・
火
・
土
・
金
・
水
」

の
５
つ
に
分
類
し
て

世
界
を
考
え
て
い
ま

す
。季節

で
は
、
春

は
「
木
気
」、
夏

は
「
火
気
」、秋
は
「
金

気
」、
冬
は
「
水
気
」

と
割
り
当
て
て
い
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
で
は

「
土
気
」
が
ど
こ
に
も

分
類
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
季
節

の
変
わ
り
目
で
あ
る

立
春
・
立
夏
・
立
秋
・

立
冬
の
前
の
18
日
間

を
「
土
用
」
に
分
類

さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

今
年
の
立
秋
は
、

８
月
７
日
で
す
。
手

前
18
日
の
中
に
十
二

支
の
丑
の
日
は
、
７

月
28
日
で
す
。
こ
の

頃
誰
も
が
体
調
を
崩

し
や
す
く
、
体
力
を

消
耗
し
て
疲
れ
が
た

ま
る
時
期
で
す
。

（２８5）

暑
中
見
舞
い
広
告
に

ご
協
力
下
さ
っ
た
、
企

業
、
個
人
の
皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
聞
製
作
、
印
刷
等

に
充
て
さ
し
て
頂
き
ま

す
。

　

い
よ
い
よ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
で
す
。

　
東
北
の
復
興
五
輪
、

お
金
を
賭
け
な
い
五
輪

等
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
は
ど
こ
か

に
い
っ
て
、
コ
ロ
ナ
五

輪
で
す
。

　
今
は
無
事
に
終
わ
る

こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
川
口
市
は
「
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
」
中

で
す
。
８
月
22
日
ま
で
。

我
慢
、
我
慢
の
日
々
で

す
ね
。

　

次
号
は
８
月
18
日

（
水
）
発
行
で
す
。

　
７
月
２
日
、
新
郷

南
公
民
館
（
館
長
＝
秋
場
昇
さ
ん
）の
ホ
ー

ル
で
、「
落
語
で
学
ぶ

◆
一
般
男
子
▽
優
勝
＝
今
村
力

▽
準
優
勝
＝
及
川
功
▽
３
位
＝

種
子
勇
美
▽
べ
ス
グ
ロ
＝
種
子

勇
美
。

◆
一
般
女
子
▽
優
勝
＝
金
子
浩

子
▽
準
優
勝
＝
増
島
順
子
▽
３

位
＝
河
野
幸
子
▽
べ
ス
グ
ロ
＝

増
島
順
子
。

◆
シ
ニ
ア
男
子
▽
優
勝
＝
加
勢

武
▽
準
優
勝
＝
細
川
八
朗
▽
３

位
＝
倉
持
金
吾
▽
べ
ス
グ
ロ
＝

竹
内
勝
。

◆
シ
ニ
ア
女
子
▽
優
勝
＝
桜
田

勝
江
▽
準
優
勝
＝
木
川
和
子
▽

３
位
＝
安
松
珠
子
▽
べ
ス
グ
ロ

＝
鈴
木
好
子
。（
敬
称
略
）

人
権
問
題
」
の
講
座

が
開
催
さ
れ
た
。

　
最
初
に
「
認
知
症

と
向
き
合
う
」
の
ビ

デ
オ
を
上
映
。

次
に
鳩
ケ
谷
地
区

出
身
で
川
口
高
校
卒

業
後
落
語
家
に
な
り
、

川
口
市
観
光
大
使
任

命
の
、
柳
家
か
ゑ
る

さ
ん
を
講
師
に
迎
え

人
権
問
題
を
学
ん
だ
。

枕
話
か
ら
テ
ー
マ

へ
「
人
々
は
多
く
の

人
達
と
関
わ
り
合
う

中
で
自
分
ら
し
く
生

き
て
い
き
、
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
よ
う
お
互

い
を
思
い
や
り
人
権

を
尊
重
す
る
社
会
を

築
い
て
い
こ
う
」
と
、

士
農
工
商
の
身
分
制

度
か
ら
、
バ
イ
ト
で

の
配
達
時
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
等
々
、
笑
い

を
飛
ば
し
熱
演
し
た
。

　
新
郷
連
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
（
会
長
＝
鈴
木
歳
男
さ
ん
）

大
会
が
、
新
郷
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。

　
成
績
は
次
の
通
り
。

　
昔
は
土
曜
に
は
牛

を
食
べ
て
体
調
を
整

え
健
康
に
過
ご
し
て

い
た
が
、
江
戸
時
代

の
頃
は
「
肉
食
禁
止
」

の
中
「
う
」
の
字
の

付
く
も
の
を
食
べ
て

い
た
。　

ウ
ナ
ギ
と
土

用
を
結
び
つ
け

た
の
は
、
平
賀

源
内
の
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
「
本
日
土
用
丑

の
日
」
と
い
う
大
き

な
看
板
を
ウ
ナ
ギ
屋

の
前
に
立
て
た
事
か

ら
だ
そ
う
で
す
。

　
　
保
険
薬
剤
師

　
　

  

中
山　
久
仁
夫

　
６
月
10
日
、
新
郷

地
区
の
皆
様
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た

「
日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ

ナ
ー
延
伸
」
の
署
名

３
８
６
４
筆
を
新
郷

地
区
町
会
長
の
皆
様

と
、
本
市
出
身
の
大

野
元
裕
埼
玉
県
知
事

に
、
永
瀬
秀
樹
県
議

会
議
員
の
仲
介
で
渡

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
さ
て
、
私
が
平
成

15
年
よ
り
川
口
市
議

会
で
取
り
組
ん
で
き

た
「
日
暮
里
・
舎
人

ラ
イ
ナ
ー
」
延
伸
が
、

埼
玉
県
で
動
き
始
め

ま
し
た
。

　
一
昨
年
誕
生
し
た

大
野
元
裕
県
知
事
は
、

公
約
実
現
の
為
、
昨

年
「
あ
と
数
マ
イ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

立
ち
上
げ
ら
れ
「
日

暮
里
・
舎
人
ラ
イ

ナ
ー
」
が
俎
上
に
上

が
り
ま
し
た
。

　
早
速
、
永
瀬
秀
樹

県
議
が
３
月
４
日
県

議
会
で
、
こ
の
課
題

に
つ
い
て
質
問
、
提

言
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
終
点
見
沼
代
親

水
公
園
駅
は
、
埼
玉

県
ま
で
あ
と
数
マ
イ

ル
（
１
マ
イ
ル
＝

１
６
０
０
ｍ
）
な
ら

ぬ
３
０
０
ｍ
ほ
ど
に

な
り
ま
す
。
新
郷
・

鳩
ケ
谷
・
神
根
地
区

で
は
延
伸
の
期
待
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。」

と
の
問
い
に
、
大
野

県
知
事
は
、「
永
瀬

県
議
の
ご
指
摘
の
通

り
県
境
ま
で
わ
ず
か

３
０
０
ｍ
ほ
ど
で
、

今
で
も
一
定
の
県
民

が
利
用
し
て
い
ま
す
。

延
伸
先
は
市
街
化
さ

れ
て
お
り
多
く
の
県

民
の
モ
ビ
リ
テ
ィ（
移

動
）
の
向
上
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
検
討
会

議
で
は
延
伸
先
が
決

ま
っ
て
い
な
い
・
輸

送
力
が
低
い
な
ど

様
々
な
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
路
線

の
延
伸
は
埼
玉
県
に

と
っ
て
更
な
る
発
展

に
向
け
大
き
な
原
動

力
の
１
つ
に
な
る
と

考
え
ま
す
。
実
現
に

は
多
く
の
課
題
を
、

１
つ
１
つ
克
服
し
粘

り
強
く
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
い
く
所
存

で
す
」
と
力
強
く
答

弁
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
も
、
大
野
県
知

事
の
課
題
克
服
の
為
、

地
域
住
民
の
皆
様
の

お
力
を
借
り
な
が
ら

市
議
会
議
員
と
し
て
、

ま
た
連
合
町
会
長
と

し
て
頑
張
る
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。　
　

　
地
域
の
皆
様
の
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
川
口
市
議
会
議
員

＆
新
郷
地
区
連
合
町

会
長　
前
原
博
孝
。

　
写
真
左
か
ら
大
場

茂
樹
新
堀
町
会
長
、

長
谷
部
秋
仁
大
東
町

会
長
、
関
根
和
雄
赤

井
町
会
長
、
大
栁
祐

一
前
同
町
会
長
、
大

野
元
裕
知
事
、
前
原

市
議
、
永
瀬
県
議
、　

清
水
健
二
峯
町
会
長
、

寺
本
正
和
東
本
郷
台

写真左から秋場館長、かゑるさん、江川文哉さん。　

町
会
長
、
古
川
鐡
郎

前
同
町
会
長
。

　
文
・
写
真
、
前
原

博
孝
市
議
提
供
。

◆
男
子
の
部
▽
優
勝
＝
工
藤
定

司
（
赤
井
）
▽
準
優
勝=

上
野

義
雄
（
赤
井
）
▽
３
位
＝
橋
本

久（
赤
井
）▽
４
位
＝
鵜
飼
勝（
本

蓮
）
５
位
＝
相
馬
晃
重
（
赤
井
）。

◆
女
子
の
部
▽
優
勝
＝
松
葉
美

紀
（
榛
松
）
▽
準
優
勝=

山
本

里
子
（
榛
松
）
▽
３
位
＝
山
野

恵
美
子
（
赤
井
）
▽
４
位
＝
押

田
種
美
（
榛
松
）
５
位
＝
岩
谷

恒
子
（
新
堀
）。（
敬
称
略
）


